
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 ■ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

昨年度の終活ワークショップで収集した市民の生の声に基づき、今年度は終活サロンを実施する。（２，０５７千円）

来年度以降の方
向性

今年度中に「火葬場・墓地に関する運営計画」の第２次計画（計画期間：令和８～１２年度）を策定し、引き続き市民の意識醸成を実施していく予
定である。多死社会の到来とともに、終活のニーズも高まることが予想されるため、次年度以降も事業を継続していく。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

ネットワークに参加する部署・事業者が増えることで市民が必要な情報にたどり着きやすくなる。「どうしてい
いかわからない」市民が減ることで終活をしたい市民が終活をできるようになる。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

33.70% 32.90% 30.80% 27.60% 25%

↓

アウトカム
成果指標1

「どうしていいかわからない」ために行動に移れていない人の
割合

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

10 8 20 30 30

人工

指標

アウトプット
活動指標1

ネットワークに参加する部署・民間事業者の数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0.25 人工

令和7年度予算額 3,400 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 0.25

正規職員業務量 0.25 人工

令和6年度決算額 1,818 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0 人工

令和6年度予算額 2,200 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

終活に関連した部署・事業者等で情報を共有するネットワークを構築することにより、どの部署が入口となっても市民が必要な
情報にたどり着ける体制を整備したい。

他都市の状況

静岡市（終活支援優良事業者認証制度）、神戸市（エンディングプランサポート事業）、廿日市市（空家対策の一環としての終活
セミナー）など様々な事業が展開されている。

市民参加の実施

令和5年度決算額 0 千円 うち特定財源 0

施策名

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

「多死社会」における葬送に関する課題への対応として、令和２年３月に「火葬場・墓地のあり方基本構想」を、令和４年３月に
「火葬場・墓地に関する運営計画」を策定し、市民の意識醸成の取組を行うこととしたところ。市民アンケートでは、７４．６％の市
民が終活について「人生をより良く過ごすことに繋がる」と考えている一方で、実際に終活を行ってる市民は２４．５％であること
が判明した。さらに、終活を行っていない理由として「どうしていいか分からない」と回答した市民が３６．７％に上った。官民問わ
ず終活に関連する事業・サービスとして葬儀やお墓の生前契約、相続、生前整理、空き家対策など様々なものが提供されてい
るものの、それぞれの事業・サービスが紐づいておらず、入口が分からないまま行動できずにいる市民が多くいることが課題と
なっている。

事業内容
（何を実施し）

以下の①～③の事業を実施した。
①終活ネットワークの構築
終活は分野が非常に多岐にわたるため、まず庁内の終活関係部署で各課の取組状況を共有し、顔の見える関係を構築するこ
とを目的に、第１回終活行動を支えるネットワーク庁内会議を開催した。また、市民が必要な情報にたどり着けるよう、札幌市公
式ホームページで終活関係部署の情報をまとめたページを新規作成し、情報発信を行った。
②先進地視察
終活に関する先進的な取り組みを行っている静岡市（終活支援優良事業者認証制度）、神戸市（エンディングプランサポート事
業）、廿日市市（空家対策の一環としての終活セミナー）に対し、事業実施に至った背景や現状・課題などについて聞き取りを
行った。
③終活ワークショップ
全１０区にて終活に関する疑問や困りごとを話すワークショップを開催した。初めに終活に関するミニレクチャーを行った後、４
～６人程度のグループに分かれて「住まい」「葬儀・お墓」のテーマについて意見を出し合った。市民の困りごと等に関する生の
声を多く収集できたほか、参加者にとっても、新たな情報を学び取れるだけでなく、自身の困りごとや実践実例等を自らの口で
言語化することで頭が整理されたことが、参加者の満足度の向上につながった。

事業名 終活ネットワーク構築推進費
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